
知っています
か？

　5回目の年女を迎えました。あと何回年女を迎えることができるのだろうと考えると、
元気で2回は迎えたいものだと思っています。
　「イノシシ」とは非常に身近に感じる言葉です。イノシシは春先、タケノコがまだ地上
に芽を出さない時期に地面を掘ってタケノコを食す。ジャガイモができる頃になると畑
に入りじゃがいもを頂く。田んぼで稲穂が実る頃になると田んぼに入り、田んぼをかき
回す。秋、さつまいもができる頃になるとまたさつまいもを頂く。土の中にある炭水化
物が好きらしい。「おいしいものをよー知っとる！」「1年中困ったもんだ！」と言われな
がら、地域住民と共存している生き物だと感じています。
　春先、夜間に車を走らせるとイノシシの親子づれの道路横断に出くわす。イノシシの
子供は「うり坊」と言って、うりのような縞模様が背中にあり、とても愛らしい。道路横
断を見て、「なんて、ほほえましい光景！」と思いながら、複雑な思いで暮らしているの
も事実です。時には地域の方から、おすそ分けで、血抜きをしたイノシシの塊肉を頂き、「こ
れは若いイノシシで、柔らかくておいしいよ」と言われ、ぼたん鍋にして頂いています。

　わが地域には、「うりん坊の里」の名前でおまんじゅうを売っているお店もあります。こうして、自分の干支であ
るイノシシを身近に感じながら、また12月生まれであることから、「イノシシそのものだね」とよく言われます。
　イノシシの行動は「猪突猛進」。向う見ずに猛烈な勢いで突き進むことに例えられることがありますが、看護師に
なって38年、確かにわき目も振らず突っ走ってきたような気がします。結婚、出産、子育ては人並みにしてきたつ
もりではありますが、いつも仕事第一の思考回路でした。
　今年1年「日々の生活を大切にする」を目標に充実した毎日を送っていきたいと考えています。

教育担当師長

吉岡 典子

　当院に就職し、早いもので約１年が経ちました。昨年を振り返ってみると、就職したて
の頃は、病棟の雰囲気に慣れたり、業務を覚えたりするのに精一杯でした。半年が経ち、
徐々に業務も覚え、スムーズに行えるようになってきました。また、夜勤が始まり夜間多
くの患者さんを１人で見ることにより、優先順位を考えながら業務をすることが求めら
れてきました。さらに、助産師は日中問わずお産の介助があります。１人１人分娩の進行
状況が異なってくるため、いつ生まれるかの予測を考えながら、他の患者さんの安全も
守っていくことに難しさを感じています。そのため、患者さん全員の安全を守っていくこ
とが引き続き自己の課題です。
　私の目標とする助産師像は、「信頼される人となり、患者さんの立場に立って考えケア
できる助産師」です。まず患者さんとのコミュニケーションを通して、その人が何を考え、
どうしたいのか汲み取ることが大切だと感じています。そのためには、「この人なら大丈
夫。」と思っていただけるよう、短い時間の中でも、関係性が築けるようになりたいです。
その中で、患者さんにとって自分は何ができるのかを考え、一方的な援助にならないよ

うにケアしていくことが今年の大きな目標です。また、自分が行った看護ケアについて、先輩に評価していただきな
がら、より良い看護ケアが提供できるよう日々振り返り、励んでいきたいと思います。
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　私は３階北病棟で看護師として勤務しています。３階北病棟は循環器内科、心臓血管
外科などの急性期病棟で毎日とても忙しく、昨年もあっという間に１年が過ぎてしまい
ました。３階北病棟に勤務して７年になりますが、毎年「新人支援看護師」という役割
をいただいています。多くの不安を抱えた新人看護師の精神的支えになるのは「プリセ
プター」といわれる３～４年目の若い看護師ですが、私のようにやや年の離れた「新人
支援看護師」は、主に知識や技術の指導を通して新人看護師の成長を支えています。昨
年４月に就職してきた新人看護師も 1 年が経とうとしていますが、この１年間で大きく
成長した姿にひと安心しているところです。そして今年もまた４月には新人看護師が就
職してきます。しかも、その人たちは自分の長男と同じ年齢だと気づきました。学生か
ら社会人となった新人看護師が、患者さんの命を預かる責任を自覚し少しずつでも確実
に成長できるよう、今年は母親のような気持ちで見守りながら新人指導に取り組みたい
と思います。私生活では、長男の大学卒業、次男の成人、三男の大学受験が控えています。
看護師の母をもち小さな頃から色々なことを我慢し協力してくれた息子たちに感謝して
精一杯支えてあげたいと思います。今年は亥年ですが、猪突猛進ではなくゆったりとし
た気持ちで過ごせる年にしたいと思っています。

年男・年女の職員紹介

春は新生活のスタートの季節
この春、浜田を出て、自活、自炊される人も多いのではないでしょうか？

年令、性別、活動レベル、
病気の種類によって
栄養素の配合割合は
違うんだよ。

どの栄養素も大事だけど、
一番大切なのはそのバランス！！

毎日の食事の中で、
バランスよく食べようね。

私たちが生きていくために不可欠なもの　それが栄養素！！
栄養素はその働きや性質から5種類に分けられています。

おいしさだけでなく、栄養バランスを考えることもわすれずにね！

の話

「食べることは生きること」
「食べること」は生きるために必要であるばかりでなく、
人間らしい生活（QOL)の質を高めるためにも大切な行為です。
しかし、身体的・精神的な困難さ（肢体、口腔、えんげ、不安等）を抱えている方や
病気の方などの中には上手に「食べること」が出来ず、十分な栄養が摂取できない方もたくさんいます。
私たち、管理栄養士はその「食べること」を通して「生きること」をサポートしています。
お食事で困ったことがあれば、ぜひ管理栄養士に声をかけてくださいね。

５大栄養素
ビタミン
ほかの栄養素の
サポート役

ミネラル
（無機質）
からだを作り
調子を整える

炭水化物
1ｇ＝4kcal
からだと頭の
エネルギー源

たんぱく質
1g＝4kcal
からだの材料

脂質
1g＝9kcal
少量でたくさんのエネルギーに
かわる効率のよい栄養素

食事内容を
調整します！
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